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１．はじめに
　成長量標準地は船生演習林の標準的な施業を受け
た人工林の成長経過を定期的に計測し、将来の森林
経営のための情報を得ることを目的として設定され
ている。試験地ではあるが通常どおりの施業を実施
することになっており、皆伐されるまで原則５年間隔
で測定が行われる。成長量標準地は第４次経営計画
編成後の 1980 年から設定されており、第 1 回定期測
定 ( 内藤 ,1982）以降、第 2 回 ( 内藤 ,1987）、第 3 回 (
内藤 ,1994）、第 4 回 ( 内藤ら ,1996）、第 5 回（内藤ら
,2002）、第 6 回（内藤ら ,2006）と計６回の測定報告
がされている。
　今回の測定は 2010 年度に予定されていたが、諸般
の事情により測定が遅れたため 2011 年 4 月 26 日、5
月 31 日、6 月 7 日、10 日、14 日の５日間実施された。
宇都宮大学農学部森林科学科森林計画・計測学研究室
の専攻生、酒見翔太、今井陽一郎、大野真紀、福田将
大諸氏の協力を得た。調査にはプロットの新設・樹木
番号のリペイントを含め延べ 25 人・日の作業を要し
た。
２．測定方法
　胸高直径・樹高とも各プロット内の全立木について
毎木調査を行った。胸高直径は金属製の輪尺を使用し
山側一本差しの mm 単位までの測定、樹高測定につ
いては音波式測高器（ハグロフ社製 VertexIII）を用い
て cm 単位までの測定を行った。ただし、複数台の近
接使用による音波干渉が認められた場合にはレーザ
ー式測高器（レーザーテクノロジー社製 TruPulse360）
を併用して測定した。胸高直径・樹高とも前回の測定
結果と比較し、測定値が下回ったり、同じであったり、
過大であった場合には再測を行い、測定値の確認を行
った。
３．測定結果の概要
　成長量標準地の概要を表−１に、測定結果の概要を
表−２に示す。　材積の算出には近藤（1961）による
船生演習林ヒノキ立木幹材積材積式、近藤（1963）に
よる船生演習林スギ立木幹材積材積式を使用した。福
田（2012）により立木幹材積表の再調整が行われてお
り成長量標準地においても今後は新しい材積式を適用
していく予定である。
　Plot.1 については 2010 年度、Plot.4、5 については
2008 年度に皆伐されており、今回より測定対象から
除外されている。そのため Plot.13、14、15 の３プロ
ットをそれぞれ新設した。表―３に成長量標準地の間
伐、枯損木の状況を示す。Plot.11 については 2008 年
に 25 年の間伐が実施されている（本数間伐率 27.1%、
材積間伐率 20.0%）。Plot.2 に関しては隣接小班の皆伐
にともない多数の風倒木、乾燥による枯損木が発生し
ていた（本数枯損率 18.7%、材積枯損率 9.5%）。また、
Plot.6、7 については全てクマによる剥皮被害による
枯損であった。成長量標準地においては多くのプロッ
トで相対幹距が 15% 以下となっており比較的高密度
で管理されている傾向が認められる。今後、間伐強度、
回数など造林基準の見直しを含めて検討する必要があ
る。
４．おわりに
　現在、船生演習林については 1 輪伐期を経て将来に
向けた軽々計画の大きな見直しを行っている。本標準
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地の調査結果はその方向性を議論する上で基盤情報と
して利用されており、今後も継続的に標準値の維持、
計測を実施していく必要がある。なお、今回の測定で
は宇都宮大学農学部森林科学科森林計画・計測学研究
室の専攻生、標準地の日常の管理には演習林職員の協
力を戴いている。ここに関係各位に厚く謝意を表す。
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付表 .　成長量標準地　2011 年度測定結果
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